
奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.17

さいだいじきゅうけいだい うめがめ

西大寺旧境内で発見された埋嚢遺構

西大寺旧境 内 奈良市西大寺本 町

平成15年度に､奈良市教育委員会が西大寺旧境

内で実施 した発掘調査で､古代の哩蟹遺構が見つ

か りま した｡発見された場所 は､現在の西大寺の

北北東約300m付近にあ ります｡この場所は､西
が らん じきどういん

大寺の伽藍復原では食堂院跡推定地に該当 してい
そうり上 と

ます｡食堂院とは､僧侶が食事を摂る場所です｡

発掘調査は､合計332m2の発掘区を設けて実施
ぎょうかいがん

しました ｡その結果､古代の埋褒遺構と凝灰岩列､
はったてげしらあな そ せきす えつ け あな じょうぼう
掘立柱穴 列 ､礎石据付穴､条坊 (道路)側溝 ､ そ

どこう
して､中世の土坑などの遺構が見つか りました｡

今回の調査では､哩喪遺構 は合計28基分を確認
チ

しました｡埋饗は､約1.5mの間隔で据えられてお
の

り､その列は発掘区外の北側および南側へと延び

ています｡遺構の様子からみて､少なくとも調査

地内では東西4列､南北13列分 の哩饗の存在が想

定されます｡
す え き

埋められている饗は､いずれも古代の須恵器で､

胴 回りの径 は1.0-1.2mくらい と推測 され ます｡

発掘調査で検出された時 には､下部 の約1/3の部

分が地 中に埋まった状況で､その内部には褒 自体
のきがわら

の破片や古代の軒瓦などが多く落ち込んでいま し
は じ 音

た｡その中には､わずかながら土師器も含まれて

いて､遺構が埋まった年代を特定する手がか りと
はいぜつ

なりました｡これ らの唾棄遺構が廃絶するのは､

およそ9世紀末～10世紀の初頭頃と考えられますo

また,この哩壌遺構の西側で､埋饗遺構に並行

する形で南北に連なる凝灰岩列 も検出 しま した｡

これらの凝灰岩列は､残 り具合があまり良くなく､

詳細な ことはわか りませんが､平城京 内寺院の主

要伽藍の基壇でよくみられるような積み方ではな

いようですOただし､一部には板状の石を置くな

ど､階段の跡ではないかと見受 けられるような場
チ

所もあ り､何 らかの建物の外周を形成 していた基
だん

壇 の一部である可能性があります｡そして､この

凝灰岩列が廃絶する時期は､遣物の年代からみて､

やはり9世紀末から10世紀初頭頃とみられます｡
さくへい

調査では､遺構の存する面が後世に削平 されて
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調査地位置図 (1/20,000)

おり､哩襲遺構群と凝灰岩列との関係を直接知る

ことはできませんでした｡ しかし､二つの遺構の

位置関係や廃絶 した時期がほぼ同じであることか

ら考えると､これらは一体の遺構であった可能性

が商いのではないかと推漁りされますO

ところで､創建当時の西大寺の伽藍の規模など
きい だ い じ し ぎ い る き ち上う ほ う き

を伝える ｢西大寺資材流記帳｣(宝亀十一 〔780〕
くりや

午)によりますと､食堂院地区には厨 (台所)や

倉という名称の付いた建物がいくつかあった こと

が記されています｡そのように考えていくと､調

査地はこの食堂院地区にあたるのですから､当然,
ち ょぞう しせつ

厨や倉 に伴って何らかの貯蔵施設があった可能性

も推測できます｡

哩褒遺構は､これまでに平城宮内や平城京内で

もいくつかみつかっており､食料な どの貯蔵 を目

的とした施設であったもの と考えられていますの

で､今回の埋牽遺構群の発見は､それが ｢西大寺

資材流記帳｣に書かれている建物や施設そのもの

であるかどうかは別として､食堂院に関連性のあ

る貯蔵施設であったことは充分に考えられます｡

なお､今回の埋饗遺構群の規模は､平城宮 ･京

内で確認されている例と比較すると､かなり大規

模である ことがわかります｡ こうした ことから､

当時の西大寺食堂院内の様相を示す遺構として､

きわめて注目されます｡



遺構平面図 (1/200)

平城宮 ･平城京で確認された埋壌迫棉
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1 JLfR可 SB2976 卓見前半 Tq北 5×2 l6

2 i5iel司 SB2997 良机や 東西 6x2 )5--16

3 )瓦fd斤】 Stー131私0 lll1十 東西 tF',x4 日
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5 LJiArJl SB3(X14 奈良中明 *西 .r'}x2 9.-8
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8 逮捕'71 良中gf 巾北 6×2 ll-ー36

9 JL1+叫 SB30lI 良練.Y. 巾Jt. 7×4 14

HtJLTd+J 鋲良桂一 舛北 7×2 28

llJĴ E11 衆11枚 ヽ北 6×2 13--25

12JLh的河 Snl58(ー5 良後半 東丙 7×2 39

lI通iLEi盲J SLl16727 免後r. 東nl 6×3 22

l4 SFnRO:I rtlHlM Tt｣ヒ ー】×2 4
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】6 良がl-L一一 東rq 5×4 28
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24 A-*JL SR299 奈良後 術北 7×Z 25

25七■■ SB370 ナL1lt fb北 7x2 27

2t)AJ<■ SB:164 ′良絶 東trql 9xLl ll

27大井■ Sfl'29こl 良後, 柵北 7X3 27

28 大Jtt Stl291 平雀加斗 II吋北 r}×4 lt

29馬* 東所 5×3 9

:10 2

J1 Sf3JL) 良付けY- JEtq- (ど)×2 4

∵tJ Sul9 良中頃 ■ l3ー×2 8

33/L12.4.7 S上汁)7 奈良 東西 5×3 22

.14 rq-北 1x2 7

35 SB5763 良枝-F *@ 3x2 6

36/E3,ト 7 SRO5 良後半 梢北 3x2 4

37 SⅠ文)7 良後-Y. ★西 LlXZ 5

.18 SBH 額良性半 ■ 4x2 8

39左3.1,7 Styー3 奈良 東西 (2)x2 8

40 SJ}74Ru 奈良 ■{ lOx2 4

41#_3.I l一 ー巾 (2)×2 6

I:. A i-Nt書 t,i 時期 方向 lt巾tI *穴故

43左3.2.4 SB39(X) 蔑良中-絶 †西 (3)×2 2()

44 3.2.4 SljL19m 良木平安抑 畑北 (5)×2 4

45 .1.2.6 SEIJ552 良挽羊 +由 7×2 33

46 3.2.16 SB27 A rhJt_ (3)×rl 5

47 3.2.16 S1363 良挽羊 ■{ 3×2 LJ

48 4.4,13 (Ŝ JOこり ft 東西 r)×2 ll
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51 LI.Ll.Z4 Slr74 奈良練-未 lー北 4×2 】!

52 5.1 16 Sl】225 余良 東西 (61×LI ー2-ZO

53 5.t l6 Sli217 良枝 や ? lヤ北 GXZ 5

54 5-1 16 S】1219 良後li-? 柵北 f)×2 4

55 5-5.10 SliO3 {良 ■{ (:日 x2 :i

56 7.1 16 SB659】 I r)×4 4

57 7.L1.)5 (SAOl) 東AJ 7×2 17

58 ヒiu1.4.6 SJ31tXX) 良性一束 tAA- 9×.l 日

59 [-2.3.3 Su286 鋲良 東粥 6×3 lR

6(ー 2.3.3 缶Lt 東朽 3× 5

hJ )-2.3,3 Sll219 奈良中一後 術北 SX 15
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65 ー2.3.4 SB22:ー 鋸良 ibA北 rtヽ ll

66 2.3.4 SLl224 奈良 湘北 5× 2

67 2.3.4 SB235 良 東西 9× こtt1.-5こi

68 J'2,3.4 SL12ニー0 良七 巾北 TIX l7

69 2..1.4 SB23】 巾t 柵｣ヒ 5×2 l6

70 JJ2.3.6 Slt244 良 南北 3×2 6
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77 J■3.3.1 SF324 奈良 +十ふ r1×3 5

78 3.3.2 St3172 奈良中tG? ■itl- 5×2 2()

79 3.3.3 St3133 良枝斗L 東FqIJ (6)×2 6

8(】 )'3.3.8 SL3174 良枚や -#iQi 5× 20-6

FH 3.3.8 SBl75 良俺半 書西 4× 】6

82 8.t l3 Sr31425 (tfl十 l輯北 SX 川

83 8.t l4 Sl}】577 TPIJL 5x2

玉EEl芳英 ｢平城宮の酒造 り｣『文化財論叢TD』奈良文化財研究所 2C02 より一部抜粋

(I-29は平城宮跡で､官街名など､その他は平城京跡で､条 ･坊 ･坪で示 した)
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